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基礎看護技術演習の教授方略の工夫に関する文献検討
Literature Review on Devising Teaching Strategies for Basic Nursing Skills Practice

要　旨
　目的：第４次改正カリキュラムとなった 2009 年以降に看護系大学において行われた基礎看護技
術演習の教授方略の工夫について文献検討により明らかにすることを目的とした。
　方法：医中誌にて、「基礎看護技術」「演習」「大学」をキーワードとし、2009 年から 2021 年を
条件として文献検索を行った。基礎看護技術演習での教授方略と、そのねらいと効果・課題を抽出
した。さらに教授方略のねらいを類似性に基づいてカテゴリ化した。
　結果：演習の教授方略のねらいが明確な 27 件を分析対象とした。その結果、５つの＜カテゴリ＞

（文献数）に分類された。＜看護技術の実践への応用＞（12 件）＜看護技術の修得＞（６件）＜主
体的学修＞（４件）＜看護へのモチベーション＞（３件）＜実習のレディネス＞（２件）であった。
　考察：５つのカテゴリの教授方略のねらいでは、模擬患者や看護師の教育への導入など看護実践
場面のリアリティと看護へのモチベーションを高める工夫がなされていた。オンラインツールを活
用したブレンディッドラーニングや事前事後課題を設定した授業設計などにより自ら学ぶ力の育
成に取り組んでいた。一方で、教員の教授方略に関する準備不足の一面が示唆された。
　キーワード：第４次改正カリキュラム、看護基礎教育、基礎看護技術、演習、教授方略
　Key Words：the fourth revised curriculum, basic nursing education, basic nursing skills, 
practice, teaching strategies

Ⅰ．緒言
　近年、我が国において看護系大学は飛躍的に増加し
ており、看護師養成教育としての社会的役割が大きく
なっている。しかし、今日、患者の人権への配慮や、
医療安全確保のため、実習で学生が経験できる看護技
術や機会が制限され、卒業直後の看護師の技術能力と
臨床現場が期待している能力との乖離が大きくなって
きているとされる 1）。看護技術とは、看護の専門的知
識に基づいて、対象の安全・安楽・自立を目指した意
図的な直接行為であり、実施者の看護観と技術の修得
レベルを反映するとされる 2）。対象者の日常生活援助
や診療の補助が主な行為であり、看護基礎教育では、
技術修得を目指した教育が求められている。とりわけ

実習で実際に対象者を援助する行為は何事にも代えが
たい貴重な経験となる。
　このような状況下において、2022 年度から施行の
カリキュラムでは地域医療構想の実現や地域包括ケア
システムの推進し、多様化かつ複雑化する対象者のニ
ーズに対応できる学生を育成する内容となる 3）。また、
基礎看護学では、臨床判断能力や看護の基盤となる基
礎的理論や基礎的技術、看護の展開方法等を学び、シ
ミュレーション等を活用した演習を強化する内容とな
り、１単位増となった。基礎看護学の演習の強化につ
いては、第４次改正カリキュラムにおいて臨床実践に
近い状況を想定した学習ができるよう演習の強化が示
されていた 4）。
　演習とは、座学や一斉授業では修得困難な教育内容
に対して用いる多様な教育方法 5）とされ、看護技術
修得に欠かすことはできない授業形態である。2004
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年から 2010 年に発表された基礎看護技術教育研究の
調査によると 6）、約４割を演習の研究が占めていたこ
とからも、基礎看護学領域において、効果的な演習の
あり方が広範に、継続的に探究されてきていることが
わかる。
　そこで本研究では、2022 年度施行のカリキュラム
に見合う基礎看護技術演習の効果的な教授学習活動の
あり方を検討するために、2009 年から 2021 年の第４
次改正カリキュラムで実践されている演習のデータを
収集・整理し、基礎看護技術演習の教授方略の工夫を
明らかにしていくこととした。

Ⅱ．研究目的
　第４次改正カリキュラムが施行された 2009 年以降
に看護系大学において行われた基礎看護技術演習の教
授方略の工夫について文献検討により明らかにするこ
とを目的とした。

Ⅲ．研究方法
１．対象文献の選定
　医学中央雑誌 Web 版をデータベースとして用い
た。（基礎看護技術 /AL）and（演習 /AL）and（大
学 /AL）をキーワードとし、会議録を除く、検索年
を2009年から2021年を条件として文献検索を行った。
抽出された文献の表題・抄録・本文を精読し基礎看護
技術演習以外の演習を含む研究、研究対象が大学生で
ないもの、演習内容についての研究でないものは除外
した。抽出された文献から、①調査が 2009 年以降に
行われている、②教授方略とその方略を用いたねらい
が読み取れることを基準として文献を選定した。
２．分析方法
　対象文献を精読し、基礎看護技術演習で行われた教
授方略とその効果と課題を抽出した。さらに抽出され
た文献からその教授方略を用いたねらいを抽出し内容
の類似性に基づいてカテゴリ化することで教授方略の
工夫を検討した。

Ⅳ．結果
１．概要
　文献検索の結果、27 件を分析対象とした（表１）。
演習での教授方略のねらいとして集約されたカテゴリ
は＜看護技術の実践への応用＞、＜看護技術の修得＞、
< 主体的学修＞、＜看護へのモチベーション＞、＜実
習のレディネス＞の５つであった。

　これ以降の記述では、教授方略のねらいのカテゴリ
を＜＞、サブカテゴリを≪≫で、文献番号を（ ）で表す。

２．＜看護技術の実践への応用＞について
　≪基礎看護技術の個別性への適用≫を教授方略のね
らいとした文献が 7 件、≪現在の看護実践の場の理解
≫が 2 件、≪現在の看護実践の場の理解≫と≪基本手
技の習得≫の両方が 1 件、≪基礎看護技術の個別性へ
の適用≫と≪現在の看護実践の場の理解≫の両方が 1
件、≪臨床実践に近い状況での知識・技術、思考、判
断の統合≫が 1 件であった。
　≪基礎看護技術の個別性への適用≫を教授方略のね
らいとした演習では、事例を基に援助を実施する演習、
複数の看護技術項目で共通の一事例をチームで展開す
る演習、ロールプレイによる演習、模擬患者を用いた
シミュレーション演習が行われていた。
　事例を基に援助を実施する演習の効果として、学生
が、援助を受ける対象の状況を捉えて援助を考えられ
るようになっていた（26）。さらに複数の看護技術項
目で共通の一事例をチームで展開する演習では事例を
繰り返し振り返ることで、対象やその家族まで容易に
イメージでき、対象を「人」として捉えて状態に合わ
せた看護技術を考える効果があるとされていた（18・
19）。
　ロールプレイによる演習の効果として、看護師役と
患者役に分かれて行うことで患者の気持ちを理解する
ことができ、個別性のある看護技術の必要性を気づか
せることができた（21）。さらに、観察役を置くこと
で客観的に実施手順やその内容が評価でき、説明や方
法が妥当であったのか学生の視点で気づくこともでき
ていたと報告されていた（23）。
　模擬患者を用いたシミュレーション演習の効果とし
て、模擬患者が参加することで学生同士でのロールプ
レイでは得ることが難しい実践的な学びが得られ、さ
らに模擬患者の経験が語られることによって、学生が
模擬患者の心情に近づき患者の様々な心情を推察する
などの臨場感ある学びが得られていた（22）。
　≪現在の看護実践の場の理解≫を教授方略のねらい
とした演習では、看護師参加型の演習が行われていた。
実際に臨床で働いている看護師が演習に参加すること
で、学んでいる看護技術を臨床で実践する看護技術と
して認識でき、臨地実習未経験であっても、看護師の
役割を理解し、臨床場面がイメージされたことで学習
意欲にも効果的に働くと報告されていた（11・16）。
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　≪現在の看護実践の場の理解≫と≪基本手技の習得
≫の両方を教授方略のねらいとした演習では、看護師
参加型の演習が行われ、看護技術の原理・原則の修得
や臨床での看護技術の適用場面や患者への配慮を学習
することができる一方で、課題として原理・原則を踏
まえた応用であっても、教員と臨床看護師の教育内容
が違うと学生が捉える可能性があることが報告されて
いた（24）。
　≪基礎看護技術の個別性への適用≫と≪現在の看護
実践の場の理解≫の両方を教授方略のねらいとした演
習では模擬患者・看護師参加の演習が行われていた。
模擬患者へのケアを通して患者に適したケアを工夫す

ることや患者の視点に立つことの重要性を学ぶことが
できるだけでなく、看護師からのフィードバックを受
けることで臨地実習に近い演習を体験し、専門職とし
て判断の大切さや自分の理解不足、技術不足を感じる
ことができると報告されていた（25）。
　≪臨床に近い状況での知識・技術・思考の統合≫を
教授方略のねらいとした演習では、パフォーマンス評
価を用いた演習を行い、実施した内容をパフォーマン
ス評価により評価することで、フィードバックを通し
て自己に不足している点を認識できると報告されてい
た（4）。
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表 2　基礎看護技術演習の教授方略とその効果・課題
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 　 ⽅方表３　基礎看護技術演習の教授方略とそのねらい
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３．＜看護技術の修得＞について
　≪看護技術の視覚的理解≫を教授方略のねらいとし
た文献が 5 件、≪看護の基盤の理解≫が 1 件、≪効率
的・効果的な看護技術の習得≫が１件であった。
　≪看護技術の視覚的理解≫を教授方略のねらいとし
た演習では、ブレンディッドラーニングによる演習と、
動画による振り返りを行う演習が行われていた。
　ブレンディッドラーニングによる演習の効果とし
て、事前課題としてオンライン上の動画を視聴するこ
とで修得しようとする技術について具体的にイメージ
でき、看護技術に関連する講義のより深い理解が得ら
れ、チェックリストを活用し、学生が自らの技術を再
評価することで反復練習のモチベーションにつながる
と報告されていた（8・10）。一方で、課題の出し方に
よってオンラインツールの視聴回数に差があることが
報告されていた。さらに、看護技術実施の動画を学生
に撮影、提出させることにより、自分が実施している
動画を繰り返し視聴することで体の使い方を意識して
自己練習に取り組むことができていた。実施者、補助
者、撮影者で見直し、自己の技術をリフレクションで
きるだけでなく、お互いの実技を評価しあうことで得
る学びも多いと報告されていた（14）。
　動画による振り返りを行う演習の効果として、演習
開始前後の自己の技術実施動画を比較させ学生に達成
感を感じさせることができながら正確な動作の修得に
効果的であることが報告されていた（17）。
　≪看護の基盤の理解≫を強化のポイントとした演習
では、事前課題に患者体験を取り入れて演習を行うこ
とで患者の状況の理解がなされ、援助計画に反映され
ることが報告されていた（9）。
　≪効率的・効果的な看護技術の修得≫を強化のポイ
ントとした演習では、ICT による学習支援を活用し
た演習を計画し、経時的に改善しながら行っていたが、
効果については述べられていなかった（3）。

４．＜主体的学修＞について
　≪主体的学修能力≫を教授方略のねらいとした文献
が 2 件、≪自己教育力の育成≫が 1 件、≪学習意欲の
向上≫と≪自己学習姿勢の育成≫の両方が 1 件であっ
た。
　≪主体的学修能力≫を強化した演習では、アクティ
ブ・ラーニング型反転授業と自己学習－グループ学習
－個別指導－自己評価システムによる演習が行われて
いた。

　アクティブ・ラーニング型反転授業の効果として、
自立的に学習できたと多くの学生が感じ、自ら学ぶ意
思が高まることにより主体的学修が期待できる可能性
が示唆され、学業成績の改善には至らないものの、技
術の修得には従来型授業に劣らないことが報告されて
いた。一方で、協同学習を行うための学習が不足する
ことや、他者へ教えることが深い理解に至らない学生
もいることが課題とされていた（1）。
　自己学習－グループ学習－個別指導－自己評価シス
テムによる演習の効果として、約半数の学生が自己学
習を行って授業に臨み、ほとんどの学生がグループで
計画立案して演習を進めることができていた。さらに
自己学習を前提に時間を短縮しポイントを絞った講義
では、ほとんどの学生が「基礎的な知識を理解できた」
と感じていたことが報告されていた（12）。
　≪自己教育力の育成≫を教授方略のねらいとした演
習では、振り返り用紙を活用した演習が行われていた。
振り返り用紙を活用することで、その日に学習した技
術を既習の知識と関連付け、臨床での活用場面まで考
えるとともに、自己の学習姿勢・態度についても客観
的に自己評価し、知識・技術・態度の包括的視点から
振り返ることができ、自己課題を見出すことにつなが
ると報告されていた（13）。
　≪自己学習姿勢の育成≫を教授方略のねらいとした
演習では、プレテストとチェックリストを取り入れた
演習が行われていた。プレテストの準備として、多く
の学生が講義開始前に予習を行っていた。また、チェ
ックリストに手技の根拠を示す項目を記入するように
したことで多くの学生が技術の根拠を理解するための
ベースとなる知識の確認や、演習の大まかな手順をイ
メージした上で講義を受講することができ、各演習に
おいて技術の根拠を意識するようになると報告されて
いた（27）。

５．＜看護へのモチベーション＞について
　≪看護師イメージの具体化≫を教授方略のねらいと
した文献が 2 件、≪学習意欲の向上≫が 1 件であった。
　≪看護師イメージの具体化≫を教授方略のねらいと
した演習では、看護師参加型の演習が行われていた。
看護師が演習に参加することで、学生は看護師に対す
る「怖い」というイメージが「安心」へと変化し、看
護師から技術に関する実践的なアドバイスを受けるこ
とでロールモデルとなっていた。そして臨床で実践さ
れている看護へ興味をもち、臨床での実践方法に着目
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し、自己を振り返り、課題を認識することができると
報告されていた（6・7）。
　≪学習意欲の向上≫を教授方略のねらいとした演習
では、段階的に行う演習が行われていた。学んだ技術
を活用しながら、技術の簡単な要素から複雑な要素へ
スモールステップで学修することで ARCS モデルに
おける技術の＜ R: 関連性＞を理解する機会や、技術
の上達における＜ C: 自信＞を実感する機会になり、
学習意欲が維持向上することが報告されていた（15）。

６．＜実習のレディネス＞について
　≪実習のイメージ化≫を教授方略のねらいとした文
献は 2 件であり、実習場面を想定したシミュレーショ
ン演習が行われていた。
　実習場面を想定したシミュレーション演習の効果と
して、実習前の準備状態を高めることができ、臨床で
の観察力を深め、看護実践力を高めることにつながる
ことが報告されていた。一方で、学内演習と臨床場面
の違いがあることで戸惑い、学びを活かすことができ
ない学生もいることや病棟実習とは環境が異なるため
実習に生かせない場合もあることが課題として報告さ
れていた（2・5）。

Ⅴ．考察
１．抽出された教授方略の工夫の特徴
　本研究の結果から、各看護系大学の基礎看護学領域
では第４次改正カリキュラムの主旨に沿った臨床の看
護実践場面を想定した演習を行っていることが明らか
になった。
　臨床の看護師が参加した演習により学生は、現場の
リアリティを感じることで看護師イメージが具体化さ
れていた。看護教育の内容と方法に関する検討会報告
書 7）では「認定看護師や専門看護師など、学生の目
標につながるような看護師と学生が関われるよう、講
義や演習を設定することにより、学習の動機付けにな
ることが考えられる。」とある。本研究では、臨床の
認定看護師や専門看護師ではないが、臨床の看護師が
参加した演習により学生は、現場のリアリティを感じ
ることで看護師イメージの具体化もされ、看護師が参
加する演習を行うことで学生の看護へのモチベーショ
ンを高める工夫がなされていたことが明らかになった。
　さらに、オンラインツールを活用したブレンディッ
ドラーニングや事前事後課題を設定した演習を行うこ
とで、自ら学ぶ力の育成にも取り組んでいた。2012 年

に文部科学省中央教育審議会 8）は学士課程の教育につ
いて「従来のような知識の伝達・注入を中心とした授
業から，双方向の授業をすることや，学生が主体的に
問題を発見し解を見出していく能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）への転換が必要である」としている。
このことに関連して、本研究結果では、基礎看護学に
おいてもオンラインツールを活用したブレンディッド
ラーニングや事前事後課題を設定した演習を行うこと
で、主体的学修の強化がなされていることが伺えた。
　本研究の結果として、臨床現場のリアリティを意識
させ、アクティブラーニングや ICT の活用による主
体的な学習、シミュレーションの活用による学習意欲
の向上などの実態 が把握できた。したがって教員は、
オンラインツールの活用や、事前事後課題を設定し、
看護師や模擬患者が参加した演習を行うなど、それぞ
れの演習方法の特徴を生かし、組み合わせることで看
護実践能力の教育効果を上げられるように工夫するこ
とが重要であると考える。

２．基礎看護技術演習の教授方略の課題について
　看護基礎教育検討会 9）では、看護師養成所の卒業
時の約４割が、第４次改正カリキュラムで看護実践能
力が上昇したと報告されている。一方で、本研究では
様々な演習が行われる中、「教員の課題の出し方によ
ってオンラインツールの視聴回数が異なる」、「演習の
振り返り方法を見直す必要がある」、「協同学習を行う
ための学習が不足した」など教員の教授方略に関する
準備不足についても報告されていた。より効果的に看
護実践能力を上昇させるためには、様々な教授方略を
用いた工夫をすることは重要であるが、それを十分活
用するための準備が肝要であると考える。また、同じ
教授方略のねらいであっても評価の方法が異なってお
り、演習の評価方法やその指標などを調査していく必
要があると考える。
　2022 年からは、次のカリキュラムでの看護基礎教
育がスタートする。看護基礎教育検討会報告書 10）で
は「基礎看護学では、臨床判断能力や看護の基盤とな
る基礎的理論や基礎的技術、看護の展開方法等を学ぶ
内容としシミュレーション等を活用した演習を強化す
る内容とする。」とされ、さらなる演習の強化が求め
られている。また次の時代の演習を計画していくため
にも、今回の研究結果を活用するとともに、教員各自
が研究的視点をもって演習を計画し、その実践報告を
蓄積していくことが必要であると考える。
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Ⅵ．結論
　第４次改正カリキュラムとなった 2009 年以降に看
護系大学において行われた基礎看護技術演習に関する
27 件の文献を分析した結果、以下のことが明らかと
なった。
１．基礎看護技術演習の教授方略のねらいは＜看護技
術の実践への応用＞＜看護技術の修得＞ < 主体的学
習＞＜看護へのモチベーション＞＜実習のレディネス＞
であった。
２．学生が看護へのモチベーションを高める工夫や、
主体的学修の強化が行われていた。
技術の基礎的な修得から実践を想定した応用の段階ま
でを網羅していたこと、直接学生の看護実践能力の強
化を試みているだけでなく、学生の学修のレディネス
強化を図ることで看護実践能力の強化を行っていた。
それぞれの演習方法の特徴を生かし、組み合わせるこ
とで看護実践能力の教育効果を上げられるようにして
いくことが重要であることが示唆された。
３．教員の教授方略に関する準備不足についての報告
もあり、様々な教授方略を用いた工夫をするだけでな
く、それを十分活用するための準備が必要であること
が示唆された。

　開示すべき COI 関係にある企業・組織及び団体な
どはありません。
　本論文の一部は、2021 年度第 23 回日本看護医療学
会学術集会で発表した。
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